
いろいろな気持ちをダンスで表現してみよう！

対象：4歳児さくら組
作成日：2020年11月10日
作成者：池下桃代

保育のねらい・発表会の踊りの振り付けを友達と楽しみながら表現することを喜び合う。

保育の振り返り

・さくら組では「日本良いとこ摩訶不思議」と「カーニバる？」を踊ります。運動会や朝の体操で既に踊る事は喜んでく
れていて、振り付けを伝える時にも「次の振り付け教えて！」と曲に合わせて踊りが成功したときには意欲的に聞い
てくれる姿が見られました。ですが、踊る人数が10人ずつと運動会とは人数の規模が違う為、みんなにカッコいい所

を見せたい気持ちと、踊りを盛り上げる掛け声を出してみんなと心を一つにして踊りたいけど声が思うように大きく出
ない気持ちとで混ざりあって体が思うように動かず「もういや～！」と泣き出す子がいました。そんな時に私が入って
声掛けをするより友達が「どしたん？何でいやなん？」と心配して聞いてくれるほうが、泣いている子にとっても落ち
着きやすいのだなと感じさせられました。この踊りが完成するまでに様々な喜怒哀楽が本当にたくさんありました。そ
の過程は残念ながら発表会では見られないのですが、当日に真剣な表情や楽しそうな表情、お友達を助けている
シーンがあれば、「あっ！このことなのかな？」と思いだして頂けたら嬉しいです。（健康な心と体、協同性、自立心、
道徳性・規範意識の芽生え、思考力の芽生え、言葉による伝え合い、豊かな感性と表現）


